


はじめに

「金利」を知れば、 
投資に役立つ

今までと何かが違うぞ、日本経済

日本では、2023年5月8日からCOVID-19（新型コロナウィル

ス感染症）が5類感染症へ移行し、日常生活が戻りましたが、どう

も以前とは様子が違います。

身近では、値上げに次ぐ値上げ、人手不足でサービスが低下、

ローン金利の上昇など、出費が増えた、値上げはいつまで続く

の？と不安に思いませんか。

日経平均株価は、2024年3月に40,000円突破、7月11日には

42,222円の史上最高値更新しましたが、肌で感じる景気とギャッ

プを感じませんでしたか。

2024年7月31日に利上げ決定すると、8月5日に日経平均株価

は前週末比▲4,451円と大暴落、米ドル円はたった１日で10円近

く円高に……驚きませんでしたか。焦りませんでしたか。
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はじめに　「金利」を知れば、投資に役立つ

「金利」は、下落を察知か

金利の変化は、何かを知らせるサインです。

株価が上昇し続ける中、当初、上昇していた長期金利が、2024

年7月頃から上昇を止め、低下し始めていました。気づいていた

方は、株価最高値更新や利上げの発表に警戒感を抱いたはずです。

日本経済の大転換、金利のある時代に

日本は、ここ数十年続いた超低金利（ほぼゼロ%）時代から、プ

ラス%の時代に戻ろうとしているのです。今までとは違います。

歪みもギャップも、イレギュラーな動きも出てくるでしょう。だ

からこそ、「金利」という軸を作り、予測や判断に役立てていただ

きたいのです。

「金利」は金融市場の「炭鉱のカナリア」である

炭鉱労働者にとって、カナリアは一種の警報（アラーム）で、坑

道に３羽のカナリアを連れていき、１羽でも鳴き止んだら、ガス

の発生等「なんらかの変調・危険」があると察知しました。

金融市場の変調を知らせてくれるのが「金利」だと、私は確信

しています。
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経済の中心は「金利」

そんな単純なことではありませんが、「金利」が動いたから、

2024年8月5日、株価と為替が動きました。

米国の金利が世界経済を、日本の金利が日本経済を動かし、各

国の金利が変わることで影響を受け合います。だから、日本を含

め世界各国が米国の動向に注目するのです。

金利を見れば、景気が分かる

金利の見方、使い方さえ習得すれば、「金利」は、景気と言う漠

然としたものを具体化してくれるツールとなり、景気を考える上

で、誰よりも頼りになる存在です。

今、日本で起こっていることは、決して特異な事態ではありま

せん。「金利」を見れば、今起きていることの背景が、今の景気が、

日銀（日本銀行）の気持ちが、これからの課題が分かるはずです。

景気には四季がある

景気の善し悪しは、今日明日で区切ることはできませんが、景

気には、日本の四季のように、春・夏・秋・冬があるのです。「金

利」が動いて、季節を教えくれます。
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はじめに　「金利」を知れば、投資に役立つ

金利を、投資に活かす

季節ごとに、効率の良い投資先があります。大切な資金を増や

すため、是非「金利」を投資に役立ててください。

本著は、「日本編」のタイトルとおり、できる限り、日本の金利

と経済に絞りました。そんなに言うなら、日本なら身近だし、こ

れから役に立つかもしれないし、「金利」を学んでみようかなと

思っていただけたら幸いです。

なお、『改訂版　金利を見れば投資はうまくいく』（2022年6

月）では、米国を中心に金利と経済を詳しく説明しています。本

著と合わせてお読みいただければ、金利の見方、米国の役割、米

国と日本の違いなどさらに理解を深めていただけると存じます。
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